
　     あけましておめでとうございます。本年も安全でおいしい給食作りに努めてまいります。
　　どうぞよろしくお願いいたします。
　　　1月２４日から３０日までは「全国学校給食週間」です。戦後､国内外の多くの善意や期待を
　　寄せられて再開された学校給食の意義を考え、一層の充実を期する１週間となります。また
　　この期間を通し、あらためて食べ物の大切さを知り､感謝の気持ちを持って食事しましょう。

　大子町立学校給食センター

令和７年１月



　    日本の学校給食は、明治22(1889)年、山形県鶴岡町(現･市)で始まったとされます。今のような形の
   学校給食は、昭和21(1946)年12月から始まりました。昭和29(1954)年には｢学校給食法｣が制定されて
   法的な根拠も明確になり、教育活動として実施されています。
   平成20(2008)年 6月には、この法律が大幅に改正されて、｢学校に
   おける食育の推進」が新たに規定されました。食育の観点を踏まえ、
   学校給食の教育的効果をさらに引き出し、学校給食を通じて学校に
   おける食育を推進していくことがより明確にされています。
   

◆地産地消学校給食事業　常陸大宮産給食◆私立忠愛小学校で提供

されたとされる給食。

　おにぎり・塩ざけ・

　菜の漬物
 

地域でとれる旬の食材を取り入れ、

郷土料理や行事食、世界の料理な

ど、食育の教材となる給食。
 

12月16日、ルネサンス高等学校より、学校給食用にみそ20ｋｇを寄付し

ていただきました。大子町にあるルネサンス高等学校で栽培した米を

使って仕込んだ手作りみそです。児童・生徒のみなさんに、「手作りみそ

を通して、より食に対し興味や関心を持ってほしい」との思いが込められ

ています。３年生の市川さんは、「特に夏の管理が一番難しかったが、お

いしくできた。」と話していました。このおみそは、20日の「さつまじる」に使

用します。手作りみその風味を味わい、感謝していただきましょう。

 

支援物資の脱脂粉乳や缶

詰、小麦粉などを使った給

食。　コッペパン・ジャム・

脱脂粉乳・くじらの竜田揚

げ・せんキャベツなど

 

　全国学校給食週間を通して、学校給食の意義や役割などを皆さんに知ってもらい、学校給食につい

てあらためて考える機会にしてほしいと思います。
 

１月のだいごをたべよう♪ みそ

贈呈式での記念写真

 

朝ごはんは、一日の活動

を始める大切なエネル

ギー源です。毎日必ず食

べてから登校しましょう。

 

・ 朝ごはん！


